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4７ 

英国と環境

一モニタリング・社会教育・IUCNを中心に－

小寺浩

Ⅱ英国の環境研究組織・保全地域と環境モ

ニタリング

Ｉはじめに

地球規模の環境問題が様々な分野で取りあげら

れる中，一方では身近な地域の環境についての関

心も深まっている。そうした中で，自然との共生・

自然の再生が具体的な課題として様々な立場の

人々の課題となりつつあり，研究者コミュニティ

にも何らかの努力が求められている。「水環境｣の

立場から，様々な学会や自然保護団体との関わり

の中で，日本国内での多くの議論に参加し，啓蒙

活動も進めてきたが，日本固有の条件の中だけで

なく，ほかの角度からもそれらの問題を考察する

必要性を感じていた。

幸い，法政大学在外研究員として１年間英国・

ロンドンに滞在する機会に恵まれたので,「英国と

環境」という幅広いテーマ設定の中，様々な問題

に取り組み，実際の活動にも参加して，一般市民

との交流の中で世界や日本の環境を考察した。

具体的には，London大学Birkbeck校や自然史

博物館が主催する「自然誌」や「環境問題」に関

する複数の公開識座に年間を通じて参加し，フィ

ールドワークや集中講座などにも出席して，一般

市民や外国からの留学生の環境意識に肌で触れる

と同時に，「英国と環境｣研究プロジェクトを企画

し，在英日本人や|］本に詳しい英国人を'1]心とし

た研究会を進めながら，様々な問題について調

査・議論を重ねた。本稿では，その一部を紹介す

る。

１．モニタリングの先進国である英国

時代の流れとともに，自然保護や環境問題への

取り組みは次第に変化してきたが，環境科学の成

熟や技術的な進歩の影響などを受け〆様々なスケ

ールでの環境モニタリングが注目されるようにな

ってきている｡地球規模の国際的な取り組みから，

ボランティアによる身近なモニタリングまで千差

万別だが，国単位としても，未だ組織的・系統的

な環境モニタリングが実現できているところは少

ない。日本では，まだ本腰を入れて取り組み始め

たばかりだが，英国は，この分野においても先進

国として知られているので，歴史や現況、問題点

などを整理し，日本との比較を行う。

２．英国の環境研究組織の現況と環境モニタリン

グ

日本では，省庁再編後まだ日が浅いこともあっ

て，行政機関や付属研究組織の名称や配置の変更

により，情報の収集・整理などで困難を感じるこ

とが多いが，日本より数年前から組織改革を進め

た英国でも，未だに混乱が続いているように見え

る。

もともと，環境モニタリングは必要に応じて

様々な機関でスタートを切ったため，分野や組織

を越えて統合化するには困難がある。行政・研究

組織・大学・一般などで独自に発展してきたモニ
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タリングシステムは，必ずしも整合性がない上，

組織改革によりその区分さえも変化している場合

があり，一屑の混乱を招いている。

特に，英国では，行政組織がＵＫとしてまとま

っていない場合が多く，国全体の問題を考えると

きに，様々な障害が発生する。環境モニタリング

についても”核となるべきEnvironmentaIAgency

はEmglandとWdesだけの組織で，ScottishEnvi‐

ronmenlProtectionAgencyとの連携はあるものの，

様々な点で異なっている。

かつて，環境モニタリングにおいて重要な役割

を担ってきたＩＨ（lnstitutofHydrology），ＩＦＥ

（lnstituteofF1℃shwaterEcoIogy)，ＩＴＥ（lnslituteof 

Tcn℃strialEcology)などは,分割･再編され,ＮＥＲＣ

（NatumlEnviIDnmentRcseaにhCounciI）内のＣＥｌＩ

（CentrefbrEcologyandHydrology）のもと，地域

別のCentreやLabomatryとなったばかり（2000年

４月）で，継続モニタリングが行われている項目

でさえ，再編前後のデータをあわせて整理する上

で困難を伴うような状況に陥っている。

しかし,ＮＥＲＣおよびＣＥＨはスコットランドも

含んだＵＫの組織であるため，今後のモニタリン

グとデータ整理は以前よりも効率的・系統的に行

われることが期待される。

ただし，一方では,ＮＣＣ(TheNatu唾Conservancy

CounciI)，ＪNCC（JointNatuIneConservationCom‐ 

mittee）などの自然保護関連機関やＮＢＮ（NationaI

BiodiversityNetwork)，ＵＫＡＷＭＮ（UnitedKillgdom 

AcidWatersMonitoringNetwork)などのネットワー

ク，ＥＣＲＣ（EnvironmentalCI1angeResearchCenter

UCL），ＢＨＳ（BritishHydro1ogicalSociety)，ＳＨＧ 

（ScottishHydrologicalGroup），ＦＢＡ（FmeshWaler 

BiologicaIAssociatio､）など大学・学会などの組織

でもモニタリング活動は継続されているため，今

後，それらとの連携や国際機関との整合的な関係

構築など，多くの課題も残されているといえる。

３．英国における自然保護・観察・観測地域と環

境データ

英国の行政による本格的な環境保護の施策は，

1949年のTheNationaIParksandAccesstothe

CountlysideActに始まり，1968,1973,1981,1990

年と継続されてきているが，モニタリング的な色

彩が濃くなったのは，１９７３年のRamsar条約によ

って定められたRamsarsites（65）以来と考えられ

る。その後，ＥＣによる野鳥保護の観点から設定

されたSPAS（SpeciaIProtectionArCas-65）が１９７９

年に加わり，１９８１年から指定されてきたＮＮＲｓ

（NationalNaturReserves）は１９９６年現在で１８３

sitesとなっている。

また，EngIandのSSSIs(SitesofSpeciaISciemiHc

lnterest）は１９９４年９月現在で３，９００を数え，総面

積の６．８％を占めるまでとなっている。２３，０００も

のオーナーによって維持されており，貴重な研

究・調査対象地域として個別にボランタリーに維

持されている。

それぞれのSiteでは，様々な環境データが取ら

れ独自のデータベースが作成されており，相互の

リンクは進められているものの，未だ系統的な整

理がなされているとは言い難く今後の連携のあり

方が模索されている。

４．ロ本および諸外国との比較と今後の環境モニ

タリング

日本では，気象庁や建設省などが基本的な気

象・水文データを観測・整理してきたが，その歴

史も浅く，環境モニタリング的な色彩が出てきた

のはつい最近のことである。特に本格的なモニタ

リングサイトとなると，現在環境省が全国に展開

すべ<検討中で，まだまだこれからといったとこ
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ろである。

欧米でも，環境モニタリングや環境データベー

スが十分機能しているのは一部の環境先進国にす

ぎないが，一方では地球規模の活動は活発化して

おり，その間のスケールの差を埋める努力が早急

に求められている。

日本の現況は若干遅れているとはいえ，最近の

環境NGO/NPOの増加は目を見張るものがあり，

環境意識や社会情勢の変化などから，今後著しい

発展が予測される、

そうした中で，日本は，後発故の利点を活し，

独自の文化や国民性の特徴を活かすためにも，イ

ギリスをはじめとしたモニタリング先進国や発展

途上国の状況を調査・検討しつつ，一つのグロー

バル標準となりうるような環境モニタリングとデ

ータベースシステム作成のための独自の見通しを

早急に立てる必要がある。

５．日英の課題

英国では，TheNationaITrustが設立された１８９５

年以前に，「環境モニタリング」的な考え方がすで

にあったのではないかと考えられる。長期にわた

って様々なものを収集・整理し，その変化を分析

し続けてきた国民性故の先進性であったと思われ

るが，ゴミの分別に無頓着だったり，町中に散乱

するゴミなどを気にかけない現在の一般庶民の環

境意識とは，かけ離れているように思えてならな

いｃ

一方日本では，個々の問題に対応した短期的な

モニタリングが中心で継続性がない。日英だけで

なく，多くの国々の状況を整理した上で，問題点

を解決し，より普遍的な環境モニタリングシステ

ムが構築できるよう努力する必要がある。

－博物館・大学公開講座・ＷＥａ・教会・

図書館などを比較して－

１．英国の社会教育

北欧ほどではないにしても，社会保障や公共シ

ステムが充実している英国では，低賃金なのに物

価や税金が高く生活自体は苦しいものの，知的好

奇心に関しては，無料のものを含め驚くほど低価

格で様々な学習機会が提供されている。

代表的な例が博物館で，大英博物館や自然史博

物館を始め，ほとんどが無料で開放されている。

また，大学の公開講座なども多く，成人教育に特

化したようなコースもいくつか見受けられる。さ

らに，２００３年に百周年を迎えたＷＥａ（WOrker

EducationAssociation）に代表されるような歴史あ

る生涯教育の機関があると同時に，博物館や大学

との連携も取られている。

また,地域によっては,さらに学習機会を広げ，

深めるような学術・教育団体なども存在し，効果

的に機能している。

一方，地域ごとに教会や図書館で開かれている

無料の講座も，乳幼児を抱える主婦を中心に，重

要な役割を果たしている。辨

写真１：WEa講座の様子

・NaturalＨｉｓｔｏｌｙｏｆｔｈｅＬＯＮＤＯＮＡｒｅａ”

以上についての概略を示し，日英の比較から，Ⅲ英国・ロンドンの社会教育・生涯教育
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日本の生涯学習の将来の方向性に関して考察する。

２．博物館の役割

ロンドンでは，かつて入館料を取っていた博物

館も，現在，常設展示に関してはほとんど無料と

なっている。従って，ロンドンに住んでさえいれ

ば，とても一日では回りきれない大英博物館や自

然史博物館に何回でも通うことができるし，科学

博物館の展示に子どもが夢中になったとしても，

心おきなく毎週でも通うことが可能なのである。

ノーベル賞学者の数を数えるまでもなく，世界

に誇る英国の学術分野での輝かしい実績は，オッ

クスブリッジなどの大学教育以前に，幼少時から

身近なものとなっている博物館の影響が大きいこ

とは間違いないだろう。

しかも，多くの博物館には，公開講座など様々

な学習の機会が用意されており，中には大学と提

携して単位が取得できるものさえある。（自然史博

物館とLondon大学Birkbeck校の例など）

自然史博物館の公開講座に実際に参加した印象

では，若者から白髪の老人まで，受講生の熱心さ

と豊富な知識（講師はもちろん，すばらしい質問

やコメントをする受講生の！）には，本当に圧倒

された。それはもう，幼少の頃に植え付けられた

興味の延長線上・発展型であるとしか思えない。

これは，世界の博物館といわれる英国ならではの

状況かも知れないが，日本でも努力次第である程

度は可能なこととも思え，その努力の方向性を真

剣に議論する必要を感じた。

３．大学の公開講座など

世界中から学生が集まるロンドンでは，フルタ

イムの学生ばかりでなく’パートタイムの学生に

対する授業が著しく多い。言語・芸術系をはじめ

として，実に様々な科目を受講することが可能で

あるが，それらはまた，社会人にも開放されてい

る。特にeveningクラスは社会人の受講を前提に

考えてあるようで，短・中・長期と多様なコース

が開設されている。毎年発行されているFIoodlight

やHotcour℃esには，それらのほとんどが網羅され

ているが，現在では，インターネットでも検索・

比較できるようになっている（NOCNなど)。ま

た，それらの各大学の状況をチェックする機関

（QAAなど）もあり，自分が選んだコースに対し

ての信頼度を受講前に確認できるシステムがすで

に存在する。

ロンドンでは，Westminster大学やLondon大学

Birkbeck校などが公開講座や生涯教育に力を入れ

ており，特に後者は,博物館やWEaなどとも連携

を取った様々なコースを開設していて，もっとも

良く知られている。

また，DistanceLeamingやＨｏｍｅStudyのために

は，日本の放送大学にあたるようなTheOpen

UniversityやTheNationalHomeSmdyCollegeがあ

ると同時に，大学で専用のプログラムが設けられ

ているところも多い（UniversityofLondonやThe

CityCollegeなど）

４．百年の歴史を誇るＷＥａ（WOrker1sEducational

Associatio､） 

英国の生涯教育を語るとき，忘れることができ

ないのがＷＥａである。２００３年は，ちょうど１９０３

年にAIbertMansbridgeがＷＥａを設立してから百

年目の年にあたるため，３月から６月にかけて多

くのCentenaryEventsが企画され，その歴史を振

り返るにはいい機会であった。

現在では,英国内に650を越えるBranchを持ち，

16,500人以上(2002年現在)の受講生を持つＷＥａ

には，１１３００以上のコースがあり，すでに通算１１

万人以上が受講している。

特にロンドンでは，複数の大学や博物館が協力
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しているため，その内容は多l咬に富むと同時にレ

ベルが高く，それぞれのBTanch毎に特徴を持った

コースが設置されている。

運営は，各コースの責任者であるTutorが中心

となって行っているが，継続受講の生徒とともに

次年度のコーステーマを設定しているような面も

あり，各Branchの特徴が出されると同時に，継続

性が保たれている。

コースの雰囲気は,Tutorと講師によると思われ

るが,参加した２つのコースはいずれも,和気藷々

とした感じで，毎回のテイタイムも楽しみな時間

であった。

５．地域の学術団体

ＷＥａのBranchがあるような地域には，様々な

学術団体（例えば，FinchIeyのAmateurGeological

SocietyやHampsteadのHampsteadScientificSoci‐

ety-1899年設立など）のようなものがあり，それ

ぞれ定期的な活動（月１回のLecmreMeetingが一

般的）を行っている。

氷期堆積物の末端に位置することで知られる

Finchleyでは，例年WEaでGeologyのコースが開

設されているが,受講生の多くがＡＧＳにも属して

いる上,LectureMeetingとの連携も取られており]

いずれかに参加すると，もう一方の情報も提供さ

れる形で，それぞれ効率的に運営されている。特

に,継続参加していると，Tutorや事務局との議論

の中で，次の年度のコース内容にもコミットでき

るようなシステムとなっており，継続・発展的に

生涯学習を支えるすばらしい仕組みである。

これらの団体は，イベントなど（例えば，ＡＧＳ

ではFossiIBazaar，ＨＳＳでは，週末の天文台開放

など)により一般市民にも情報発信を続けており，

それらも重要な要素となっている。

６．地域の教会や図書館の活用

上記のような学習機会は，若者からお年寄りま

で，実に多くの世代に対して開放されているが，

唯一その恩恵を受けることが困難と思われる若い

主婦層に対しては，また別のシステムが機能して

いる。

その一つは，地域の至る所にある様々な教会

が，それぞれ独自に開いているボランティアのク

ラスである。調理・英会話・手芸など多彩な内容

で，幼児を抱える母親向けに，子どもを遊ばせな

がら学べるクラスも設置されているなど，主婦に

とってはかけがえのない学習機会である。無料で

あることが何よりもすばらしいが，クラスでのつ

きあいを通じて地域コミュニティにとけ込みやす

いシステムができている。

また，図書館も重要な地域コミュニティの中心

となっており，転居後必要な`情報の多くにＰ：

GenemlPractitioner＝地域診療所のようなもの－

の登録用紙など）が入手できる上，小学校と連携

した読み間かせ教室（希望者は学校を休んで親子

で参加できる）など，多彩な催しを行っている。

日本の都会にある児童館も，児童を抱える家庭

にとってなくてはならない存在ではあるが，親の

学習機会までは念頭においておらず，仕事を持た

ない主婦にとっては，健全な社会活動や学習の場

が極端に少ないように思えてならない。

こうしたシステムが有効に機能する環境があれ

ば，日本でよく見かけられるようになった育児ノ

イローゼなどの問題は解消されるのではないだろ

うか？英国の状況をさらに調べた上で，日本に摘

要可能かどうか急ぎ検討すべきだ。

７．英国式システム導入の価値

生涯教育としての近代的な制度は，日本にも放

送大学・通信教育・エクステンションスクール・

カルチャースクールなどすでに同様のものが多く
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あるので，それらの連携に－工夫を加えると，英

国と同様もしくは独自の特徴を持ったシステムを

作ることも十分可能だと思える。

ただし，地域コミュニティの中での教育・学習

機会となると，失われた地域コミィニティそのも

のを再構築することは困難で，何らかの新たな

「場」の創造が必要かも知れない。そうした日本

の将来の生涯教育･学習のあり方を考える上でも，

英国の状況をさらに調査しつつ考察を加えること

が必要であろう。

在外研究の限られた期間ではあるが，実に多く

の生涯学習の場に身を置き，たくさんのことを知

ることができた。これもFinchIeyという地域に，

家族全員で住んだが故に経験できたことであり，

限られた機会を最大限に活かすことができた。

しかし，本稿だけでは不十分なため，さらに詳

細を調査した上で改めてまとめてみたい。

とＵＮＥＰＷＣＭＣ（WbrldConservationMonitoring

Centre）を訪問した際に同行し，活発な活動を展

開している両機関の現状を詳しく知る機会を得た。

その概況を報告すると供に，その時に入手した資

料とBritishLibraryの蔵書から調査した両機関の

活動状況，さらに英国や日本の自然保護活動との

関わりなどについて整理する。

２．ＩＵＣＮとＵＮＥＰの活動

多くの環境保護団体がそうであるように,IUCN

も第２次世界大戦後まもなく設立されている

（1948年）が，当初は国際的な活動をする団体と

いうよりも，いくつかの国にまたがるような特定

の環境保護活動が中心だったようである。しかし

'950年代以降の世界中での環境保護団体の増加

にともなって，すでに1960年代にはUNESCOと

の協力の下に，Biodiversityに関する国際的な活動

を行っている。さらにその活動が活発化したのは，

UNEPが設立された1972年以降のようで(見方を

変えると，環境問題がIUCNなどだけでは手に負

えない地球規模の問題と認識されてＵＮＥＰが設立

されたとも言えるが),その後両機関の協力関係は

徐々に深まったようであるが，冷戦終了に伴う国

際的な混乱期にあったためか，しばらくの間は目

立った成果が残っていない。

しかし，１９９２年にリオで開催された「地球サミ

ット」を契機に再び活動が活発化し，翌年以降，

1995年，1997年，２０００年と，着実にリオ会議で

の課題をこなしながら成果を発表してきている。

特に，２００２年には，ＵＮＥＰ設立３０周年とリオ会

議後１０周年の区切りとして，過去３０年の動向を

整理し今後３０年の展望をまとめたGEO-3が出

版されて，改めて重要な区切りを迎えたところで

ある。

Ⅳ英国と｜ＵＣＮ

ｌ・日本自然保護協会とＩＵＣＮ

日本のＩＵＣＮ関係者（日本自然保護協会）が

CambridgeにあるIUCNPublicationsServicesUnit

写真２：講師とTUtorを囲んだ終了パーティ
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３．IUCNPubIicationsServiceUIuitとＵＮＥＰ

ＷＣＭＣ 

両機関の重要な役割として，環境問題全般に関

する情報をＧｌｏｂａｌスケールで収集・整理し，様々

な形で公表するという仕事があるが，それを主た

る業務としているのがこの２つの部門である。

双方の本部が異なった場所にあることと（スイ

スとケニヤ)，情報収集・出版の便宜からイギリス

に拠点が置かれているのもうなずけるが，喧騒と

したロンドンではなく，ケンブリッジの郊外に作

られた施設は，あたかも自然公園の中のビジター

センターといった感じで,世界中から情報を集め，

ＨＰや膨大な鐘の出版物などを発信する役割を担

う場所とは到底思えなかった。しかし，インター

ネットなしには仕事にならなくなったような今日，

例え国際機関であっても市街地にある必要はない

わけで，こうした自然の中でこそいい仕蛎ができ

るのかも知れない。

４．Biodiversityについて

国際的な規模での環境保護に関わる機関や団体

にとって,当初からBiodiversityは重要な課題だっ

たようであるが，やはりその成果は，ＵＮＥＰ設立

や国際会議の節目毎に大きくなってきている。ま

ず，ＵＮＥＰ設立後の活発な情報収集を経て，１９７８

年には,最初のRedDataBookが作成されている。

その後は，前述のように一時目立った成果が出て

いないが，1992年の地球サミット以後，その間の

遅れを取り戻すかのように積極的な活動が展開さ

れた。

ＩＵＣＮは，会議翌年の１９９３年には,「l993United

NationsLis[ofNationaIParksandProtectedAreas｣を

発行し，５年後の１９９７年にも同様のリスト（ただ

し，NationaIParksという名称は消えている）と

「l9971UCNRedList」を作成している。膨大な

Dataの収集を受けて，“List，,という名前に変更さ

れている点は興１床深いが，その後は，Intemetや

ＧＩＳの進展に伴い，コンピュータ上で検索・閲覧

可能なDataBaseへとの成長を遂げつつある。

また，この間，TheWOrldBiodiversityForumな

るものが立て続けに開催されて議論が交わされる

と同時に，ＵＮＥＰでも，１０００頁を超える大著の

「GIobalBiodivcrsityAssessmem｣を１９９５年に出版

して，その方向性を示そうとしている。

その後の成果は，ＧＥＯプロジェクトを通じて，

GEO-LGEO-2000，GEO－３へと成長を遂げて

いくわけであるが，ことBiodiversityに関しては，

「GlobaIBiodiversily2000」を経て作成された

「GIobalBiodive脂ityOutIook」（2001年）に最新の

展望がまとめられている。ＲｅｄＬｉｓｔとしては，

「20001UCNRedListofThreatenedSpecies」が出

版物として最新のものであるが，DataＢａｓｅとして

は日々更新を続けており，ＨＰ上でも若干遅れな

がらその変化が反映さえれているということであ

る（担当者であるCraigHTaylor氏の説明による)。

５．英国および日本の状況

イギリスは，必ずしもあらゆる分野で秀でた国

ではないが，大英博物館にも代表され，世界の博

物館ともいわれる国柄が象徴するように，歴史的

な遺物だけでなく,自然の記載やその分類にも古

くから力を注いでいる。CharlesDarwinが“The

OriginofSpecics，,を書くにあたっては，Cambridge

大学のBotanicOardenは重要な役割を果たしたし，

こと植物に関しては，現在のRedIist作成におい

ても，RoyaIBotanicGardenEdinburghやTheRoyal

BotanicGardens，Ｋｅｗは欠かせない重要な機関で

ある。また，「TheChangingWildliIieofGreatBritain

andlreland」を出版しているTI1eSystematicsAs‐

sociationは，１９３７年に設立されて以来，‘Special
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進めながら，改めて全体像を整理する努力をしな

ければならない。

特に，そうした作業を通じて，日本が果たすべ

き役削をもっと明確に見いださなければ，国際援

助にお金を出しながらも，その効果が不明確で他

の国からも評価されていないというような状況を

抜け出すことは困難であろう。

日本の持つ優れた技術や日本人特有の優秀な面

が発椰されるべき舞台は，やはりこの分野におい

ても多いのである。

VblumeSeries’だけでも６０巻を数えるということ

で，その奥の深さは際限がない。

一般市民の環境意識が驚くほど低いのには驚か

されるが，公的機関による仕事には優れたものが

多く，RedDataにしても，1977年にはすでに国内

のものがまとめられているし，全国にはすでに数

多くの環境観測地点があり，ボランティアをベー

スとした環境モニタリングが世界に先駆けて機能

している状況にある。

一方，日本で自然保護の中心的な役割を果たし

ている日本自然保護協会も］949年の｢尾瀬保存期

成同盟｣を母胎に1951年に設立されたということ

であるから，国際的な流れの中で，決して活動が

遅く始まったというわけではない。しかし，活動

が活発化し，社会でも評価されるようになったの

は近年のことで，国際的な協力関係もまだまだこ

れからという段階のように思える。

だが，日本でも省庁再編以後，環境省と環境

ＮＧＯ/NPOの連携は急速に進んでいるようであり，

そうした国内での活動の活発化・安定化と供に，

日本の特性や様々な利点を活かした国際的な活躍

が求められるようになってきたといえるだろう。

Ｖおわりに

本稿で扱ったのは，「英国と環境」という点から

すると，ほんの－部にすぎない。主催した研究プ

ロジェクトの中でも実に多くの話題が紹介され，

議論されたが，誌面の関係で－部の紹介にとどめ

た。収集した文献も膨大で〆貴重な資料も多いの

で，柵を改めて紹介するとともに，今後も継続し

て研究を進めていきたいと考えている。

本稿は，2002年度法政大学在外研究員としての

成果の一部であり，「英国と環境」プロジェクトに

参加し協力してくださった方々や，在外研究の環

境を支えてくださった多くの方々のおかげでまと

められたものである。

ここに記して謝意を表したい。

６．継続的な擢理と追跡調査

今まで，あまりこうしたテーマで賓料などを整

理してこなかったことと，捜せば捜すほど資料が

掘り起こされてくる状況の中で，必ずしも十分な

まとめができたとはいえない。

特に，近年の出版物の壁はすさまじく，とても

全てに目を通すことはできない上，情報が多すぎ

ることによる混乱も増し，全体の流れが見えにく

くなっているともいえる。

しかしながら，だからこそ，こうした地道なレ

ビューが必要なのだろうし，こつこつ文献を読み
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